
図１　ボーリング調査で使われる櫓（左）と、
　　　ボーリングによって実際に採集された
　　　地下の岩石の写真。
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　関東平野は日本最大の平野で、わが

国の人口のおよそ３分の１もの人々が

住んでいます。その地下構造を調べる

と大地震が発生した場合の災害予測に

役立ちます。地震の揺れは、地震波が

伝わる地層の形状、性質によって大き

く影響されるからです。古く固い地層

は地震波を速く遠くに伝え、新しく柔

らかい地層は地震波を増幅させます。

ですから、地震被害を予測するために

は、私たちが住んでいる大地の地下構

造を理解することがとても重要です。

では、この平野の地下構造を知るため

に、どんな方法が用いられているので

しょうか？

離れた場所の
ボーリング調査の結果を比較  
　地下にどんな地層が分布しているか

を調べるには、ボーリング調査が行わ

れます（図１）。関東平野ではこれま

で多くのボーリング調査が行われてき

ました。その結果、関東平野の地下に

は、硬い基盤岩の上に、場所によって

３，０００ｍ以上にもおよぶ地層が重

なっていることが分かってきました。

　ひとくちに地層といっても、ボーリ

ングで見られる地層には柔らかい地層

や固い地層などさまざまです。どんな

地層がどのように分布しているのかを

詳しく調べるには、ボーリングで観察

された地層がどれくらい昔に堆積した

かを調べて（これを地層の年代と呼び

ます）、離れたボーリングの場所と比

べるのが効果的です。

年代決定に１ｍｍ以下の
小さな化石が活躍 

　地層の年代を調べるためには、地層

に含まれる化石を使います。化石とい

うと、皆さんはまず恐竜の化石を思い

浮かべるかも知れません。例えば恐竜

のステゴサウルスは、中生代のジュラ

紀に生息していたことが分かっていま

す。ですから、地層からステゴサウル

スの化石が見つかれば、その地層の年

代はジュラ紀だということがわかりま

す。でもステゴサウルスのような大き

な化石を見つけるのはとても大変です。

　実は、地層の中には非常に小さい生

物の化石（これを微化石と呼びます）

が含まれていて、それを使ってもステ
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図２　浮遊性有孔虫化石（グロボロタリア・リク
　　　チューエンシス）の電子顕微鏡写真。右下
　　　隅の白いスケールバーの長さは０．１ｍｍ。
　　　この種は約１２４０万年前から１１４０万
　　　年前までの日本周辺海域に生息していました。

図３　関東平野の地下に分布する地層を４つに分け、それぞれの厚さ分布を
　　　青のグラデーションで示しました。濃い青の所ほど、その地層が厚く
　　　堆積している事を示しています。小さいピンクの点は、これまでに掘
　　　削されたボーリング地点です。

ゴサウルスと同様にして地層の年代を

決めることができます。図２は「浮遊

性有孔虫」という海洋プランクトンの

うち、日本周辺で微化石として産出す

る代表的な種の写真です。この化石は

１ｍｍのさらに何分の一かの大きさし

かなく、調べるには顕微鏡を用います。

こうした小さい化石は、わずか１片の

岩石に数万個体も含まれていて、大き

な化石を使うよりもはるかに高精度に

年代を決定することができるのです。

関東平野の地下は
４つの地層で構成 

　私たちの研究所では、ボーリングで

得られた地層について、微化石を使っ

て精密に年代を決めました。その結果、

関東平野の地下に分布する地層は大き

く４つに分けられることが分かってき

ました。この成果をもとに関東地方で

自治体などが行ってきた大規模なボー

リングの資料をまとめ、それぞれの地

層が関東平野の地下でどのように分布

しているのかを推定したのが図３にな

ります。青が濃い所ほど、その地層が

厚く分布している事を示しています。


